
（補修設計・耐震補強設計含む）

橋梁整備班

橋梁整備班の審査を受けるよう配慮願います。

道路課　橋梁整備班　

橋長３０ｍ以上の橋梁(３０ｍ未満橋梁も必要に応じて実施)

2.巻末資料

2.1 県通知関連

2.1.1 「平成14年11月22日　橋梁設計における審査について」 
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事    務    連    絡
平成２６年１１月２０日

河川課企画調整班長あて

防災砂防課企画調整班長あて

各土木事務所道路・河川担当班長あて

道路課橋梁整備班長

河川・海岸の道路取付部の構造について（通知）

このことについて，別紙のとおり方針を定めましたので，承知願います。

道路課橋梁整備班 千葉・平間

防災電話 7‐220‐8‐3164 

E‐mail roadkys@pref.miyagi.jp 

2.1.2 「平成26年11月20日　河川・海岸の道路取付部の構造について」 

3



別紙

河川・海岸の道路取付部の構造について 

１．目的 

平成２３年東北地方太平洋沖地震による被災箇所の復旧工事に伴い，これま

で具体的に示していなかった河川・海岸の道路取付部の構造について，構造形

式，細部構造を定めて設計施工に対応するものである。 

２．基本方針 

（１）Ｌ２津波に対する堤防の機能を確保するため，橋台周辺においても堤防

被覆（三面張り）をおこなう。 

（２）堤防定規断面より上の部分は，管理用通路盛土の堤外地側への流失を防

ぐため，摺付け区間全域にわたってコンクリートによる被覆（平板ブロッ

ク張り 50cm）をおこなう。

（３）橋台躯体と被覆工の接触面には，緩衝材として目地材を設ける。

（４）被覆堤防への裏腹付け盛土は，盛土厚が薄く，かつ降雨や浸透水の作用

を受けやすく，被覆工上の滑動により十分な安定性を確保できないことか

ら，盛土の排水対策例を参考にふとん籠等による法留めを設ける。 

（５）橋台背面（橋台背面アプローチ部の範囲）は，道路橋示方書（Ｈ24.3）

に基づき，締固めが容易で，非圧縮性，透水性があり，かつ水の浸入によ

っても強度の低下が少ない安定した材料を用いる。また橋台背面土中に水

が浸入及び滞水しないよう，基盤排水層（フィルター材）及び集水管を設

置する。 

３．細部構造 

別添参考資料のとおり 

4



河
川

・
海

岸
の

道
路

取
付

部
の

構
造

に
つ
い
て
（
案

）
（
説

明
資

料
）

［
平
成
２
６
年
１
１
月
］

宮
城
県

1

5



対
象

施
設

・
適

用

対
象

施
設

：
こ
れ

ま
で
「
河

川
・
海

岸
の

道
路

取
付

部
の

構
造

に
つ
い
て
」
で
は
、
取

付
構

造
に
つ
い
て
具

体
的

に
示

さ
れ

て
い
な
か

っ
た
た
め
、
本

資
料

に
よ
り
、
構

造
形

式
、
細

部
構

造
を
示

す
も
の

で
あ
る
。

適
用

：
太

平
洋

沖
地

震
に
よ
る
河

川
・
海

岸
堤

防
を
復

旧
す
る
に
当

り
、
道

路
取

付
け
が

生
じ
た
場

合
、
本

資
料

に
よ
り
設

計
す
る

も
の

と
す
る
。
な
お
、
既

に
設

計
済

み
の

案
件

も
設

計
変

更
に
て
対

応
す
る
も
の

と
す
る
。

※
今

回
決

定
し
た
い
構

造
※
既
に
決
定
済
み
の
構
造

2

6



１
基
本
方
針

基
本
方
針

●
Ｌ
２
津

波
に
対

す
る
堤

防
の

機
能

を
確

保
す
る
た
め
、
橋

台
周

辺
に
お
い
て
堤

防
被

覆
（
三

面
張

り
）
を
行

う
。

●
堤

防
定

規
断

面
よ
り
上

の
部

分
は

、
管

理
用

通
路

盛
土

の
堤

外
地

側
へ

の
流

失
を
防

ぐ
た
め
、
摺

付
け
区

間
全

域
に
わ

た
っ
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
被

覆
（
平

板
ブ
ロ
ッ
ク
張

り
）
を
行

う
。

●
橋

台
躯

体
と
被

覆
工

の
接

触
面

に
は

、
緩

衝
材

と
し
て
目

地
材

を
設

け
る
。

●
被

覆
堤

防
へ

の
裏

腹
付

け
盛

土
は

、
盛

土
厚

が
薄

く
、
降

雨
や

浸
透

水
の

作
用

を
受

け
や

す
い
。
ま
た
、
被

覆
工

上
の

滑
動

に
よ
り
十

分
な
安

定
性

を
確

保
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
下

図
に
示

す
盛

土
の

排
水

対
策

例
を
参

考
に
ふ

と
ん
籠

等
に
よ
る
法

留
め
を
設
け
る
。

●
橋

台
背

面
（
橋

台
背

面
ア
プ
ロ
ー
チ
部

の
範

囲
）
は

、
道

路
橋

示
方

書
（
Ｈ

24
.3
）
に
基

づ
き
、
締

固
め
が

容
易

で
、
非

圧
縮

性
、
透

水
性

が
あ
り
、
か

つ
水

の
浸

入
に
よ
っ
て
も
強

度
の

低
下

が
少

な
い
安

定
し
た
材

料
を
用

い
る
。
ま
た
橋

台
背

面
土

中
に
水
が
浸
入
及
び
滞
水
し
な
い
よ
う
に
、
基

盤
排

水
層

（
フ
ィ
ル

タ
ー
材

）
及

び
集

水
管

を
設

置
す
る
。

「
道
路
土
工
ー
盛
土
工
指
針
」
（
平
成

22
年

4月
）
Ｐ

.1
06

よ
り
抜

粋
3

7



２
基
本
構
造

基
本
構
造

（
河

川
定

規
断

面
は

３
面

被
覆

構
造

、
橋

台
構

築
に
伴

う
裏

腹
付

け
部

は
定

規
断

面
の

被
覆

の
外

側
に
盛

土
す
る
。
裏

腹
付

け
部

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
被

覆
は

行
わ

な
い
。
）

筋
芝

内
部
の
土
の
材
料
は
、

別
添
参
照

4

腹
付

け
盛

土
の

り
尻

に
雨

水
等

に
よ
る
侵

食
防

止
、
排

水
性

を
目

的
と
し
た
有

孔
管

（
背

面
ア
プ
ロ

ー
チ
部

は
安

定
性

も
考

慮
し
た
ふ

と
ん
籠

）
を
設

け
る
。

盛
土

材
の

流
失

を
目

的
と
し
て
、

橋
梁
設
置
に
伴
い
必
要
と
な

る
範

囲
外

も
平

張
ブ
ロ
ッ
ク
に

よ
る
被

覆
を
行

う
。

図
2
.1

橋
台

周
辺

の
基

本
構

造

堤
防
被
覆
工
と
橋
台
躯

体
の

接
触

面
は

、
全

周
に
わ
た
っ
て
目
地
材
を

設
置

す
る
。
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３
細
部
構
造

5

細
部
構
造

9



４
細

部
設

定
（
ふ

と
ん
籠

）

細
部

構
造

（
ふ

と
ん
籠

）
：
地

盤
種

別
に
応

じ
て
、

L1
地

震
動

に
対

し
て
安

定
す
る
ふ

と
ん
籠

を
設

置
す
る
こ
と
と
す
る
。

・
計

算
条

件
1
.計

算
は

重
力

式
擁
壁

と
し
て
計

算
2
.被

覆
も
含
め
た
全
体

堤
防
高

は
H
=
5
.0
m
と
し
て
計

算
3
.裏

込
め
土
の

定
数
：
単
位

体
積
重

量
γ

＝
2
0
kN

/
m

3
、
φ
＝
30
°

4
.土

圧
：
試

行
く
さ
び
法

5
.水

圧
：
未

考
慮

6
.地

表
面
載
荷
重
：
未
考
慮

7
.河

川
定
規
断
面
の
被
覆
部
は
切
土
と
し
て
扱
う

8
.河

川
定
規
断
面
護
岸
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
裏

腹
付
け
盛

土
と
の

す
べ

り
摩
擦

角
は
下
記
と
す
る
。

φ
B
＝

2
0
°

（
2/
3
×
φ
）

9
.基

礎
底

面
の

摩
擦
係

数
；
μ

＝
0
.5
（
粘
性

土
）

1
0
.地

盤
の

許
容
支

持
力
度

常
時

：
1
0
0
kN

/m
2

地
震

時
：
1
5
0k
N
/m

2

6
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５
細

部
設

定
（
橋

台
背

面
ア
プ
ロ
ー
チ
部

）

細
部

構
造

：
以

下
に
示

す
ア
プ
ロ
ー
チ
範

囲
は

、
道

路
盛

土
（
９
ペ
ー
ジ
参

照
）
に
適

す
る
材

料
で
盛

土
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
現

地
盤

か
ら
５
０
ｃ
ｍ
厚

さ
で
基

盤
排

水
層

（
Ｒ
Ｃ
－

４
０
）
を
設

置
す
る
こ
と
と
す
る
。

0.
6H

土
質
①
か
つ

②
を
満

足

土
質
①

を
満

足

土
質
①

を
満

足

基
盤
排
水
層

（
R

C
-4

0 
 t=

50
cm

)

無
孔
管
φ2

00
   

 有
孔
管
φ2

00
   

 無
孔
管
φ2

00

堤
防
被
覆
工

7
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６
細

部
設

定
（
小

口
止

め
・
擦

付
舗

装
）

細
部
構
造

:裏
腹

付
の

端
部

は
、
小

口
止

め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
設

置
（
Ｈ
３
０
０
×

Ｗ
３
０
０
）
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
堤

防
天

端
の

堤
防

被
覆

工
と
の

擦
付

け
は

、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗

装
に
よ
る
擦

付
け
を
行

う
こ
と
と
す
る
。

※
道
路
土
工
の
盛
土
（
衣
土
）
厚

30
cm

に

合
わ

せ
、
小

口
止

め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も

H
=3

0c
m
と
す
る
。

小
口
止
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト

Ｈ
30

0m
m
×

W
30

0m
m

8

12



７
盛
土
材
料

・
橋

台
背

面
は

、
①

河
川

か
つ
②

道
路

の
両

方
を
満

足
す
る
土

質
条

件
で
施

工
す
る
も
の

。
・
管

理
用

通
路

裏
腹

付
け
部

は
、
①

河
川

を
満

足
す
る
土

質
条

件
で
施

工
す
る
も
の

。

※
①

河
川

：
河

川
土

工
マ
ニ
ュ
ア
ル

P
66

添
付

※
②
道
路
：
道
路
橋
示

方
書
Ⅰ
・
Ⅳ

H
24

.3
P

60
8

参
考
資
料

4

※
盛
土
材
料
に
よ
る
施
工
区
分

※
橋
台
背
面
盛
土
の
材
料
規
格

表
添
付

土
質
①

を
満

足

土
質
①
か
つ

②
を
満

足
土
質
①

を
満

足

9

13



８
今

後
の

進
め
方

保
留

解
除

は
、
以

下
の

断
面

で
解

除
済

み
で
あ
る
。

そ
の

た
め
、
今

回
（
橋

台
付

近
の

護
岸

構
造

）
の

対
応

は
、
設

計
変

更
に
て
対

応
し
て
い
く
も
の

と
す
る
。

基
盤
排
水
層

：
設

計
変

更
箇

所

保
留
解
除

設
計
変
更

1
0

14



９
参

考
（
道

路
兼

用
堤

）

河
川

・
海

岸
の

道
路

兼
用

堤
の

構
造

に
つ
い
て
は

、
以

前
に
以

下
の

考
え
方

が
と
り
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。

1
1
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2.1.3「令和4年1月25日　橋面舗装に使用するアスファルト合材について」
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（メール施行）

事 務 連 絡 

令和４年２月２１日 

各土木事務所 道路管理班長 

各地域事務所 道路管理班長 

道路課橋梁整備班長 

橋梁台帳の調製と完成図等の提出について（通知） 

１ 橋梁台帳の調製 

（１）新設（上部工架替え含む）橋梁

・橋梁台帳を作成し，エクセルデータを橋梁整備班へ提出。

（２）補修工事，耐震補強工事が完了した橋梁

・工事内容を橋梁台帳に反映させ，エクセルデータを橋梁整備班へ提出。

（３）提出時期

・工事完成年度の年度末まで

２ 完成図等の提出 

（１）対象工事

・橋梁新設工事（上部工の架替えを含む）

・橋梁耐震補強工事

・橋梁補修工事

（２）提出物

・橋梁一般図，構造一般図，上部工構造詳細図，下部工構造詳細図，基礎工構造詳細図

完成写真（黒板無し,全景・近接の着手前・完了写真）

（３）提出方法

・図面データは，２種類の保存形式で橋梁整備班へ提出。保存する媒体はＤＶＤ－Ｒもし

くはＣＤ－Ｒ。（ＰＤＦもしくはＤｏｃｕＷｏｒｋｓデータとＣＡＤデータ）

・ＣＡＤデータは，ＳＸＦ形式。（Ｐ２１もしくはＳＦＣ）

（４）提出時期

・工事完成年度の年度末まで（橋梁台帳と同様）

３ その他 

・橋梁台帳，完成図等の提出にあたって，不明な点がございましたら橋梁整備班あて相談

願います。

担 当 道 路 課 橋 梁 整 備 班 

電 話 ０２２－２１１－３１６４

メール roadkys@pref.miyagi.lg.jp

殿 

2.1.4 「令和4年2月21日　橋梁台帳の調整と完成図書の提出について」 
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